
 

「あまみの子どもたちを光に」 
～ 子どもはダイヤの原石だ 磨けば磨くほど輝きを増していく ～ 

                                 校長 岩戸 修二 
 奄美市教育委員会の基本方針は「地域に根ざしたふるさと教育 ～あまみの子どもたちを光に～」です。奄美市の子ども

たち一人一人を光り輝く存在にしよう，という思いが表れています。 

さて，古代から多くの人々が憧れ，その輝きに魅了されてきた光り輝くダイヤモンドはそのまま（原石）ではあまり輝き

ません。では，その輝きはどのようにして生まれるのか？実は，同じダイヤモンドで磨く（カットする）ことにより輝きを

放つのです。（※ ダイヤは最も硬い鉱物なので，カットするのもダイヤだそうです。）残念ながら光り輝くダイヤモンド

の現物を見た経験があまりないので，その形や輝きはよく分からないのですが，法則に従って手をかけ，カットしていくこ

とで光を取り込み，その光を内側で反射させることにより，他にはない見事な輝きを放つらしい…。 

 磨けば磨くほど輝きを増していくとは，子どもと一緒だなあ，と思います。ダイヤモンドという宝石はダイヤ同士でカッ

トすることで磨かれますが，私たちの宝である子どもたちはどのようにして磨かれるのでしょうか？ 

 それはとりもなおさず，人との出会いや他者との関わり，様々な学びや経験の積み重ねでしょう。経験とは，自然体験で

あり，社会体験であり，あわせてそれらの成功体験や失敗体験などであり…。これらを実生活で積み重ねることで，子ども

たちの心身は磨かれるのです。 

子どもが学校で学ぶのもそのためです。国語や算数，体育，音楽などの教科学習や多くの学校行事等を通して，また，友

達とコミュニケーションをとりながら学び合ったり遊んだりすることを通して，人として成長し，輝きを増していきます。

まもなく開催される運動会も，教頭が下記にて述べているとおり「子どもの成長を促す」ために実施するのです。 

もちろん，子どもたちの成長に必要な様々な経験の中には，適度な負荷も必要です。我々大人（親や教師）が必要以上に

子どもを困難から遠ざけてはなりません。「転ばぬ先の杖」が必要なときもありますが，杖を与えすぎてもいけません。時に

は心を鬼にして，転んでも手を貸さず，自ら起き上がる力をつけさせることも大切です。 

 今年の運動会は，梅雨明けの猛暑を受けて 10 月初旬の開催予定を変更し，1 か月遅らせて実施することにしました。そ

のため多方面でご迷惑をおかけした面もございます。誠に申し訳なく存じますが，運動会の場で，成長した子どもたちがキ

ラキラと輝く姿を是非ともご覧いただきたいと思います。11 月 3 日，たくさんのご来校をお待ちしています。 
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